
 
 

 

 

2018 

地域インターンシッププログラム活動報告書 

  

 

 

 

Local Internship Program（LIP） 

地域が抱える課題を住⺠とともに発⾒し、 

その解決⽅法を考える 

 

和歌⼭⼤学観光学部 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

はしがき 

 

和歌⼭⼤学観光学部における「地域インターンシッププログラム（LIP）」の取り組み

は、2008 年度に開始されて以降、これまでに 115 件のプログラムが実施され、延べ 1200

⼈以上の学⽣が地域での様々な活動を通じた実践的な学びの機会を得ています。現地を

訪れ、地域の⽅々とともに課題に取り組むなど密度の濃い交流を続けた結果、なかには

数年にわたる継続的なプログラムに発展する活動もみられるようになりました。学⽣の

受け⼊れやプログラムの実施にご尽⼒いただいている地⽅⾃治体や関係諸団体の皆様

のご⽀援とご協⼒に⼼から感謝申し上げる次第です。 

さて本学部は、2016 年度から、「観光経営」「地域再⽣」「観光⽂化」の 3 つの基本領

域を軸として教育体系を再編成し、これらの領域を融合的かつ横断的に学ぶカリキュラ

ムをスタートしています。本カリキュラムにおいては、⾼度な専⾨性を発揮できるよう

になること、そして、現場での創造的実践⼒を獲得することを⽬標に、国際性を⾼める

教育と国内外の地域の諸課題に取り組む実践型教育をこれまで以上に重視しています。 

このようなカリキュラムの導⼊により、地域を訪ね現場で起きている事柄を⾝をもっ

て学ぶことができる LIP は、観光学部の実践型教育の⼀翼を担う取り組みとして、もは

や⽋かすことのできない位置を占めています。今後は、これまでの成果と経験を活かし

つつ、地域課題に則したプログラムを実施できるよう⽇々改善を図り、さらに質の⾼い

地域連携活動へと発展させていく所存です。 

今後とも、LIP の活動に⼀層のご⽀援ご協⼒を賜りますよう、何卒よろしくお願い申

し上げます。 
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１．LIP の概要とこれまでの歩み 
１）LIP の概要 
 和歌⼭⼤学観光学部では、和歌⼭県内及び⼤阪南部の市町村などの協⼒のもと、地域が
抱える課題を地域住⺠とともに発⾒し、その解決⽅法を考える「地域インターンシッププ
ログラム」（通称：LIP1）を実施している。本プログラムは、地域活性化に関⼼をもつ学⽣
が、現地に⾜を運び、地域住⺠と連携することによって地域の課題や調査活動に取り組む
もので、「学⽣と地域を活性化したい」、「地域の魅⼒を発⾒したい」といった地域からの
提案を受け、毎年複数の活動を実施している。 

LIP に参加する学⽣は、学内の事前学習や現地視察を通して地域の実情を学び、さらに
は現地調査や地域住⺠との交流、イベントの企画運営などを通じて、それぞれの地域の真
の魅⼒や課題と向き合っていく。具体的なプログラムとしては、観光施設の職員や利⽤者
への聞き取り、宿泊施設や農家⺠泊のモニター、集客イベントの企画運営、観光資源調査
やマップ作成、就業体験などに取り組んできた。 

「この地域にはどのような観光資源があるか」、「埋れている観光資源はないか」、「観光
資源が有効に活⽤されているか」、「どうすれば地域が元気になるか」。こうした課題に対
して、地域住⺠は⽣活者の視点から、学⽣は「ヨソ者」の視点から意⾒を出し合い、とも
に活動をしていく。このような対話や活動が、双⽅にとって新たな気づきの機会となるこ
ともこのプログラムの特徴である。 

LIP は、こうした相互作⽤を通じて、地域住⺠は「ヨソ者」の⼒を活かしながらより⾃
⽴的なまちづくり活動を⾏う⼒を、そして学⽣は地域住⺠の思いを理解しつつ、地域活性
化の⽅法を提案できる⼒を養い、地域を⽀える⼈材として活躍することを⽬指している。 

上記の趣旨を踏まえ、本プログラムは、学⽣が、「地域の⽅々と交流を図りながら、観
光振興や地域再⽣の実践を現場で学ぶ」ことができる内容を含むことを実施の要件として
いる。 

なお、LIP には、和歌⼭県内及び⼤阪南部の市町村など、地域から学⽣が地域再⽣や観
光振興の現場を体験できるプログラムを公募するタイプ（公募タイプ）と、観光学部の専
任教員が、地⽅公共団体などとの共同研究などを通じた連携のもとにプログラムを申請す
るタイプ（申請タイプ）の 2 タイプがある。 

また、LIP は 2012 年度より単位として認定されている2。地域での活動が授業として開
講され、単位化されたことは、学⽣にとっても地域活性化への関⼼をより広げる契機とな
っており、学⽣の参加意欲向上にも寄与している。 
 
                                                  
1 2011 年に RIP（Regional Internship Program）から LIP（Local Internship Program）に改
称。 
2 単位取得のためには事前事後学習を含めて 30 時間以上の活動が求められる。活動時間に応じ
て、9 期⽣以前は「地域観光実習」、10 期⽣以降は「基礎⾃主演習」または「プロジェクト⾃
主演習」の単位が認定される。 



 

２）データでみる LIP の歩み 
 観光学部で実施している LIP は 2018 年度で開始 11 年⽬を迎えた。ここでは、これまで
の LIP の歩みについて、データをもとに⽰してしていく。 
 表１は、2008 年度以降の年度別実施プログラム数を⽰している。年度ごとのプログラム
数にはばらつきがあり、最多 21 件（2016 年度）、最少 3 件（2010 年度）となっている。
2011 年度からは、観光学部専任教員からの申請により実施される申請タイプが創設され、
プログラム数が安定するとともに幅広い活動が可能となっている。 
 

表１ 年度別プログラム数 

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 合計 

6 8 3 4(1) 11(5) 5(2) 10(3) 15(6) 21(7) 19(4) 13(3) 115 
※カッコ内は申請タイプのプログラム内数 

 

 

 次に、図１は年度別の参加学⽣数を⽰している。参加学⽣延べ⼈数は、2014 年に 100
名、2016 年には 200 名を超えるなど、増加している。これは、実施プログラム数が増加
したとともに、プログラムあたりの定員規模の拡⼤が起因していると考えられる。ただ
し、全プログラムが⼀様に拡⼤傾向を⽰しているわけではなく、現状では、⼤規模のもの
と⼩規模のものが並存する状態にある（2018 年度は最少 6 名、最⼤ 34 名）。この点は、
プログラムの内容など、地域の課題やニーズに即したかたちで活動が実施されていること
が影響している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 年度別参加学⽣数 
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 表 2 に⽰した通り、学年別の参加学⽣数は 1 回⽣がもっとも多い。低学年次から地域で
の活動に関⼼を持ち、積極的に地域と関わりたいと考える学⽣が増加していることを⽰し
ている。このような傾向は近年みられるようになったもので、図 2 のように、プログラム
創設初期は 2、3 回⽣の参加が中⼼であった。 

また、4 回⽣の参加者がみられるようになったことも近年の特徴である。これは、単年
度のプログラムではなく、同様の地域において継続的に実施するプログラムが増加してい
ることが要因であると推察される。 
 

表２ 学年別参加学⽣数 
  1 回⽣ 2 回⽣ 3 回⽣ 4 回⽣ 

延べ⼈数 1247 463 418 279 87 
実⼈数 1111 437 370 225 79 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 学年別参加学⽣数の変遷（実⼈数ベース） 
 

次⾴図 3 に⽰すのは、プログラムあたりの平均参加学⽣数である。先に述べた定員規模
の拡⼤によりプログラムあたりの平均参加学⽣数が増加傾向であったが、近年は⼩規模の
プログラムが多く実施されていることもあり、徐々に減少傾向にあった。2018 年度は、定
員規模の⼤きいプログラムが複数みられたことで、増加に転じている。 
 また、次⾴図 4 に⽰すように、プログラム数および定員規模が拡⼤したことにより
6 期⽣以降、参加者数は⾶躍的に増加している。特に 11、12 期⽣は来年度以降も新た
に学⽣が参加する可能性があるため、この傾向はより顕著になると予測される。 
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図 3 プログラムあたりの平均参加学⽣数（延べ⼈数ベース） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 期⽣ごとの参加者数の推移 
 

 以上のように、開始から 11 年が経過した本プログラムは、参加学⽣数ならびにプログ
ラム数が安定していることから、参加学⽣および地域からのニーズを汲み取った活動が展
開されているとみることができる。しかしながら、今後も継続的に本プログラムを実施す
るにあたっては、それぞれの取り組みの質の向上と学⽣⾃⾝が学びをより深めることがで
きるプログラムを提供することが求められている。 
 

（⽂責：観光実践教育サポートオフィス 藤井 ⾄） 
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２．2018 年度 LIP 活動報告（⼀部抜粋） 
 2018 年度は、13 プログラムが実施され、延べ 190 名の学⽣が地域で活動を⾏った。以
下に⽰すのが今年度の実施プログラムの⼀覧である。 
 

No 地域名 テーマ 
参加 

学⽣数 

1 岩出市 
SNS を利⽤した地域資源再発⾒と訪れてみたくなる
コンテンツ作り 

10 

2 紀の川市 紀の川スイーツの開発 7 

3 紀美野町 
地区×学⽣による知られざる歴史掘り起こしと観
光・⽂化・交流情報発信 

22 

4 紀美野町 
世代間交流を推進する地域拠点の企画・運営 
（コミュニティカフェでの実践を通じて） 

10 

5 有⽥市 地域で働く⼈の魅⼒を⼦どもたちに伝える 7 

6 広川町 
津⽊地区寄合会の運営、特産品開発、情報発信、イベ
ントを共に考える 

16 

7 上富⽥町 笑顔が広がる美しい⾥づくり 6 

8 那智勝浦町 
地域の⽂化や⾵習、そこで暮らす⼈々と直にふれあ
いながら、これからの地域・⾃分・社会のあり⽅・つ
ながり⽅を考える 

10 

9 和歌⼭県全域 
「ねんりんピック紀の国わかやま 2019」 
⼤会参加者に対する観光ツアーの開発 

9 

10 ⼤阪府阪南市 
地⽅創⽣にかかる地場産物商品に関する調査・研究、
デザイン考案等 

14 

11 ＊有⽥川町 
学⽣との協働による継続的な棚⽥保全活動体制の構
築 

34 

12 
＊⽇⾼川町および
かつらぎ町 

「体験教育旅⾏＆夏学習〜都会と⼤⾃然の出会い」 13 

13 
＊岩⼿県胆江地⽅
および和歌⼭県 

農村ワーキングホリデーを活⽤した都市農村交流の
「鏡効果」と農村再⽣⼿法としての可能性の検証 

32 

※＊は申請タイプのプログラム 



 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 
岩出市は根来寺や緑花センターなどを有し、また近年では道の駅「ねごろ歴史の丘」を中

⼼に観光振興に⼒を⼊れている。しかし、岩出市は都市部で働く⼈のベットタウンとしての
側⾯も持っており、市内の⾒どころを知らない⼈が多いのも事実である。そこで、岩出市産
業振興課からの提案により、学⽣⽬線で新たな魅⼒（フォトジェニックな場所）を発掘し、
SNS を活⽤した情報発信に取り組むこととなった。 
 
2．活動の内容 

参加学⽣は複数回岩出市を訪問し、岩出駅からレンタサイクルで移動できる範囲を活動
範囲として、岩出市の新たな魅⼒発⾒のために活動を⾏った。学⽣が撮影した写真は若者を
中⼼に利⽤者が増加している SNS の⼀つである Instagram を利⽤して発信した。なお、
Instagram アカウントは岩出市産業振興課により本 LIP ⽤に新たに開設されたものを利⽤
した。  
 
3．活動を通じて 

SNS を活⽤した情報発信という観光マーケティングで重要になってきているテーマの活
動に実際に携わることにより、参加学⽣は SNS による情報発信について学ぶと同時に、そ
の難しさも学ぶ機会となった。LIP での活動内容や、活動を通じて明らかになった課題や今
後の提案についてはポスターにまとめ、岩出市に提出した。 
 

【地域の基礎データ】 
⼈ ⼝：53,901 ⼈（平成 31 年 1 ⽉末現在） 
⾯ 積：38.51 平⽅キロメートル 
⾼齢化率：19.5％（平成 27 年 1 ⽉ 1 ⽇現在） 
産 業：製造業、農業 など 
観光資源：根來寺、旧和歌⼭県議会議事堂 など 
【活動の基本情報】 
参加学⽣数：10 名（1 回⽣：6 名、2 回⽣：4 名） 
活 動 期 間 ：平成 30 年 5 ⽉〜 
担 当 教 員 ：永井隼⼈ 



 

４．成果物など 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 
紀の川市は、もも、イチゴ、はっさくなど県内屈指のフルーツ王国としての顔を持ってい

る。また、同市内にはめっけもん広場という農産品を販売するファーマーズマーケットも存
在する。このように⽣産・販売ベースでは⼀定の実績がある。近年では、これらの実績をふ
まえ、紀の川フルーツツーリズムというプロジェクトを⽴ち上げ、フルーツ王国として知名
度を県内外に⾼めるための活動を⾏っている。これら紀の川市の⼀連の活動を考慮し、本活
動ではフルーツを使⽤したスイーツを開発することで、紀の川市に貢献することを⽬的と
して実施された。 
 
2．活動の内容 

上記の問題意識をふまえ、ここでの具体的な活動内容は、株式会社 藤桃庵、MAISON 
FLEURIR の 2 店舗のそれぞれと共同で顧客評価の⾼いスイーツを開発販売することである。
各店舗に提案するスイーツは単なるブレーンストーミングによるものでなく、マーケティ
ングの基礎知識をもとに、実際に⼈気店の事例調査、SNS サイトなどの統計解析なども⾏
った上で実施する。活動はおおよそ以下のスケジュールで実施した。 

5 ⽉〜7 ⽉ マーケティングに関する基礎学習 
7 ⽉〜9 ⽉ ⼈気店の現地調査 
10 ⽉   ⾷べログランキングを利⽤した統計解析 
10 ⽉〜  分析結果をふまえたスイーツ開発 
11 ⽉〜  共同開発店舗との打ち合わせ 

【地域の基礎データ】 
⼈ ⼝：62,682 ⼈（平成 30 年 12 ⽉末現在） 
⾯ 積：228.21 平⽅キロメートル 
⾼齢化率：28.6％（平成 27 年 1 ⽉ 1 ⽇現在） 
産 業：農業（桃・柿・キウイ・いちじく） など 
観光資源：貴志駅（たま駅⻑）、⻘洲の⾥、粉河寺 など 
【活動の基本情報】 
参加学⽣数：7 名（1 回⽣：7 名） 
活 動 期 間 ：平成 30 年 5 ⽉〜 
担 当 教 員 ：⽵⽥明弘 



 

2 ⽉    完成品の試⾷・評価 
3 ⽉〜   最終商品の確定・販売 

 
3．活動を通じて 
 紀の川市役所、株式会社 藤桃庵、MAISON FLEURIR の協⼒により、活動は⽐較的順調
に進⾏した。また、本活動では 5 ⽉〜2 ⽉の学期中、ほぼ毎週 1 度、ミーティングが⾏われ
た。学⽣はこれらのミーティングに参加するだけでなく、積極的に情報収集し、課題につい
てのディスカッションも⾏われた。 
プロジェクトを開始するにあたって、マーケティングやデータ分析の技法などの基礎学習
も⾏った。プロジェクトメンバー全員が 1 年次⽣ということもあり、基礎学習のフェーズ
では苦労したと思われるが、⼀⽣懸命学習しようとする姿勢が⾒られた。また、学⽣は製菓
の専⾨技術を学んでいるわけではない。どのような素材を組み合わせたら美味しいスイー
ツが開発できるかという点では不⼗分な側⾯もあった。ただし、これについては当然であり、
次年度以降の課題としたい。 
 本活動を通じて、成功する商品を開発するためには、単に意⾒を出し合うのではなく、デ
ータやエビデンスに基づいて思考することが重要であるという思考のプロセスを少し学習
したと思う。また、⾃らが提案したスイーツが実際の商品として開発され、店頭に並ぶまで
のプロセスを経験することによって、商品開発の基礎知識や課題について学習したと思う。
今後の学⽣⽣活における学習につなげて欲しい。 
 最後に、学⽣はまだまだ未熟な点もあり、不⼗分な側⾯もあったと思うが、紀の川市役所、
株式会社 藤桃庵、MAISON FLEURIR のサポートによって、実際の商品の開発まで結びつ
けることができた。関係の皆様には謹んで感謝したい。 
 
4．成果物など 
 株式会社 藤桃庵、MAISON FLEURIR の 2 店舗
で発売される商品が最終成果物になる。ただし、製
品の発売はスイーツの購⼊が増加し始める 3 ⽉以降
を予定しており、当初からその計画で本活動は進⾏
された。本報告書執筆時では、候補商品の試⾷と修
正のフェーズである。従って、最終的に販売される
スイーツがどのようなものになるかについては未確
定な状況である。現在、藤桃庵では、3 ⽉〜6 ⽉の期
間で異なるイチゴパフェ(合計 5 商品)を販売する計
画を⽴てている。FLEURIR では、3 ⽉にイチゴを使
⽤したパンベースのスイーツを販売する計画を⽴て
ている。 
 



 

 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 
本プロジェクトは、和歌⼭⼤学観光学部が数年前から取り組んできている地域インター

ンシップの⼀つである。昨年度まで 4 年間に渡り、紀美野町の上神野地区で活動してきた
この LIP は、本年度は地域を新たに紀美野町の⼩川地区で活動を進めてきた。紀美野町の
⼩川地区は 6 つの⼤字が集まった地区であり、江⼾時代の紀州領と⾼野⼭領の協会の集落
で掘り起こしたい歴史が数多く眠っている。現在移住者ものづくりの会「クラフトバレィ」
さんが、観光案内マップ「⼩川フットパスマップ」を準備中で、それを機に「地元⽬線」と
「外の⽬線」の良いところ取りで、活性化に繋げられることは、本プロジェクトの最⼤の⽬
的である。 
 
2．活動の内容 

活動内容としては、⼩川の郷づくり会の⽅々が開くイベントのお⼿伝いや、⽣⽯⼭のふも
とにある直売所のお⼿伝いであった。 
 参加した⼤きなイベントは 2 つあった。1 つ⽬は秋祭りでの焼き⿃の販売である。何か学
⽣考案で催し物をという依頼のもと、⼩川地区の特産品である⼭椒を使った焼き⿃を販売
した。地域おこし協⼒隊の⽅、役場の⽅、⼩川の郷づくり会の代表の⽅に和歌⼭⼤学に⾜を
運んでいただき、ミーティングや試⾷を⾏った上で秋祭り当⽇を迎えた。使った⼭椒は、⼩
川の郷づくり会の会員の⽅が、育てた⼭椒をフレーク状に加⼯したものである。⼤変美味し
いと地域の⽅々に好評であった。 

【地域の基礎データ】 
⼈ ⼝：8,967 ⼈（平成 30 年 9 ⽉末現在） 
⾯ 積：128.34 平⽅キロメートル 
⾼齢化率：41.4％（平成 27 年 1 ⽉ 1 ⽇現在） 
産 業：棕櫚製品製造業、農業 など 
観光資源：⽣⽯⾼原、みさと天⽂台、野上⼋幡宮 など 
【活動の基本情報】 
参加学⽣数：22 名（1 回⽣：6 名、2 回⽣：6 名、3 回⽣：

6 名、4 回⽣：4 名） 
活 動 期 間 ：平成 30 年 4 ⽉〜 
担 当 教 員 ：佐野楓 



 

2 つ⽬は、冬まつりである。冬まつりも秋祭り同様準備段階からお⼿伝いをしてきた。⼩
川⼩学校にある 35 メートルと 25 メートルのメタセコイヤのイルミネーション飾りつけに
加え、グラウンドにたくさんの⽵灯籠を並べた。また当⽇のお餅まきに向けて前⽇に餅つき
に参加した学⽣もいた。当⽇の内容としては、1 回⽣はカラオケ⼤会の司会を担当し、2・
3 回⽣は秋祭りと同じく焼き⿃の販売に加え、ぜんざいの販売などのお⼿伝いをした。⼀緒
に活動している⼩川の郷づくり会の会員さん以外の地域の⽅々と会う貴重な機会であった
が、そこで積極的に話をする余裕がなかったことが課題として挙げられた。また冬まつりに
参加した多くの学⽣が⾵の森という⺠泊施設に泊まった。 

最後に、1 ⽉末に学⽣から役場の⽅に依頼をし、冬まつりでの課題に取り組むべく、まち
歩きを実施した。まずは地域について知らなければどのように LIP として学⽣が活動をす
るべきかわからないという意⾒が学⽣内で多くあったことから、地域のお宅を⼆軒訪問さ
せて頂き、⼩川地区の歴史についてお話を伺った。 
 
3．活動を通じて 

今回の活動では、⾃治体が抱える「地区に眠っている歴史の掘り起こし」という課題に触
れ、⽣⽯⾼原の最⾼の魅⼒を探すことができたと思う。また、地域の⽅々が話し合いをして、
⾜並みを揃えて活動していくのは、本プロジェクトに参加した学⽣たちが学ぶことができ
た。 
 
4．成果物など 

      
写真 1            写真 2            写真 3 

     
写真 4            写真 5           写真 6 

写真 1：秋祭りでの⼭椒やきとり販売／写真 2：冬まつりにて地域の⽅にご挨拶@⼩川⼩学
校／写真 3：古⺠家⾵の森にて七⼣の飾り付け／写真 4：冬まつりにて集合写真@⼩川⼩学
校／写真 5：⼩川⼩学校での冬まつりの様⼦／写真 6：地域の⽅とフットパスマップについ
て意⾒交換 



 

 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 
 紀美野町では、平成 27 年度より、認知症当事者やその家族、地域住⺠などが気軽に集い、
交流することを⽬的に、認知症カフェ「きみの＊にこ cafe（以下、にこカフェ）」を開催し
ている。このカフェは、町内のコミュニティカフェを活⽤して⽉に⼀度実施されるもので、
年齢、性別を問わず多様な⼈々が訪れることで、カフェ参加者の認知症への理解が促進され
ることが期待された。しかし、少⼦⾼齢化が進む同町において、若年層の積極的な参加は困
難なため、LIP を活⽤し、⼤学⽣が継続的にカフェに関わる⼿⽴てを検討することとした。 
 
2．活動の内容 
 本プログラムは、にこカフェの取り組みを中⼼としながらも、同町において貴重な世代間
交流の場をいかにして作り上げるか、また、既存の世代間交流の場をいかにして維持・運営
していくことができるかについて考えることをねらいとした。学⽣の主な活動は、①にこカ
フェの企画・運営への参画、②ふれあい昼⾷会の企画・運営への参画、③こども⾷堂（以下、
キノコ⾷堂）の企画・運営への参画、④学童保育への参画とイベント企画である。 
 
3．活動を通じて 
 今年度からは、従来活動を⾏っていたにこカフェ、ふれあい昼⾷会、学童保育にキノコ⾷
堂の活動が加わったこともあり、より活動が充実した年であった。特に、キノコ⾷堂は、地
域が新たにはじめた取り組みであり、地域とともに模索しながら活動を実施してきた。LIP
においては、既に完成されているプログラムやイベントを継続的に⾏うケースが多いなか、

【地域の基礎データ】 
⼈ ⼝：8,967 ⼈（平成 30 年 9 ⽉末現在） 
⾯ 積：128.34 平⽅キロメートル 
⾼齢化率：41.4％（平成 27 年 1 ⽉ 1 ⽇現在） 
産 業：棕櫚製品製造業、農業 など 
観光資源：⽣⽯⾼原、みさと天⽂台、野上⼋幡宮 など 
【活動の基本情報】 
参加学⽣数：10 名（1 回⽣：3 名、2 回⽣：5 名、3 回⽣：

2 名） 
活 動 期 間 ：平成 27 年 4 ⽉〜 
担 当 教 員 ：藤井⾄ 



 

新たに作り上げる取り組みは学⽣にとっても得がたい経験になっていた。今後も、それぞれ
の活動の⽀援を⾏い、同町における世代間交流の場を充実させていくことを⽬指したい。 
 
4．成果物など 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 
 昨年度に引き続き，同様のプログラムを実施した。有⽥市において，箕島本町商店街を中
⼼とする⼩売店の減少を契機として⼤型店を利⽤しがちな市⺠が増加し，昔ながらの活気
のある街並み姿を消しつつある。⼀⽅で，⼦どもたちに⾃分の育つまちで働く⼈の魅⼒を伝
え，ふるさとに誇りと愛着をもってほしいという思いは地域に住まう⼤⼈たちの⻑いでも
ある，このような地域の状況を踏まえ，地域で働く⼦どもたちや住⺠に有⽥市に対する誇り
や愛着を醸成することを主なテーマとしている。 
 
2．活動の内容 

本プログラムでは，下記の流れで⾏った。 
 
（1）「観光についての意⾒交換会」 
 有⽥市における今後の成⻑戦略として，やはり観
光振興の存在については無視することができない
ということで，紀州有⽥商⼯会議所⻘年部主催で
「観光についての意⾒交換会〜若者が訪れる観光地に向けて〜」に参加し，意⾒を述べた。
具体的な内容として，これまでに訪れた観光地とその魅⼒，有⽥市にあればいいと思うこん
な場所，これからの有⽥市に必要なことなどがあげられる。観光学部⽣として，これまで⼤
学で学んできた「観光学」の知識を実際に⽣かせる機会を得た。年齢階層の違い，内部と外
部の視点の違い，法律や制度上の課題など，具体的な意⾒があっても実⾏が困難であったり，

【地域の基礎データ】 
⼈ ⼝：28,244 ⼈（平成 31 年 1 ⽉ 1 ⽇現在） 
⾯ 積：36.91 平⽅キロメートル 
⾼齢化率：30.1％（平成 27 年 1 ⽉ 1 ⽇現在） 
産 業：農業（みかん）、漁業（太⼑⿂）、⼯業 など 
観光資源：みかん⼭、箕島漁港、有⽥みかん海道 など 
【活動の基本情報】 
参加学⽣数：7 名（1 回⽣：3 名、2 回⽣：4 名） 
活 動 期 間 ：平成 29 年 6 ⽉〜 
担 当 教 員 ：⼤井達雄 



 

それぞれ考えの異なるステークホルダーが存在したりすることが明らかになり，とても貴
重なディスカッションであった。 
 
（2）「観光についての意⾒交換会」 

今回の活動のテーマである「地域で働く⼈の魅⼒を⼦供た
ちに伝える」を実施するために，地元で料理教室を運営してい
る「さけい料理教室」に依頼し，みかんジャムづくりとそれに
伴うワークショップを⾏った。当⽇のイベントはキャンセル
待ちが出るほど⼈気で，⾃分達の活動成果を実感することが
できた。前半ではワークショップを⾏い，有⽥みかんの歴史・
みかん農家さんの仕事・おいしいみかんの⾒分け⽅などをク
イズも織り交ぜながら⼦供たちと学び，⼦供たちにとっては
当たり前である有⽥みかんの素晴らしさを改めて知ってもら

うよい機会となった。後半では班に分かれてみ
かんジャムづくりを⾏った。⼦どもたちの感想
から，以前のイベントにも参加してくれたこと，
⼀⽣懸命ワークショップで熱⼼にメモをとって
くれたこと，イベントを楽しんでもらえたこと
が分かり，⼦供たちにとって有意義な時間を提
供でき，同時に地域の魅⼒を⼦供たちに伝える
ことができたといえる。 

 
3．活動を通じて 
 上記以外の活動として，2019 年 2 ⽉に開催された『地域共創フォーラム 2018〜他世代
で考える有⽥市の⽀え合い〜』の運営や準備にも従事し，当⽇はフォーラムの総合司会を担
うことになった。本プログラムは 2 年⽬であり，有⽥市において，地域インターンシッププ
ログラムの活動内容が浸透しつつあるといえる。また 2 年⽣が 1 年⽣に対し，きめ細かい
指導を⾏った。もちろん，活動全般に⾔えることではあるが，有⽥市や有⽥市社会福祉協議
会の協⼒なくしては成⽴しないことはいうまでもない。 
 昨年度の報告書にも記載されているが，今後の展開として，今回のイベント運営などを通
じて得た知⾒，経験，そして地域とのつながりを⼤切にしながら，同地域における多世代交
流のさらに推し進めるような活動に取り組んでいくことが期待される。⼀⽅で新たな課題
も発⾒されたので，それについては，有⽥市に対し，フィードバックすることが重要である。
このような改善を通じて，さらなる本プログラムの発展することを望む。 

 



 

 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 
本 LIP では、平成 26 年度以来、広川町の津⽊地区寄合会による地域活性化の取り組みを

⽀援する活動を展開している。これまで、寄合会が管理運営を担う「ツーギー⾕のお花畑」
におけるイベントの企画運営や、地域内外の出店イベントにおける加⼯品の販売などを、寄
合会のメンバーと連携しながら実践してきた。これらの継続的な活動をベースに、広川町津
⽊地区の地域資源のさらなる活⽤のあり⽅を検討している。 
 
2．活動の内容 

今年度は、毎年５⽉に実施している津⽊地区の「ツーギー⾕のお花畑」のオープニングイ
ベントは⾬天により、また 9 ⽉下旬に計画していた地域での合宿は台⾵により中⽌となる
など、悪天候により当初予定していた活動の変更を余儀なくされる場⾯に何度か⾒舞われ
た。そうした中でも、毎週定期的にミーティングを⾏いながら、活動計画や新たな取り組み
の可能性を検討した。さらに広川町ふるさと祭りにおける寄合会の出店ブースの運営⽀援
や、「稲むらの⽕祭り」の松明⾏列への参加、紀の川河川敷で実施された市駅“グリーングリ
ーン”プロジェクト 2018「シエキノカワでピクニック。」における出店、⼤学祭での出店な
ど、10 ⽉から 11 ⽉にかけて活発に活動を展開した。 
 2 ⽉上旬にはぶらくり丁商店街で毎⽉開催されている「ポポロハスマーケット」に出店し、
寄合会の加⼯品販売と広川町及び津⽊地区の情報発信を⾏ったほか、3 ⽉には⼀度取りやめ
になった津⽊地区への合宿を計画しており、今年度の活動成果を寄合会の⽅々とともに振

【地域の基礎データ】 
⼈ ⼝：7,053 ⼈（平成 31 年 1 ⽉末現在） 
⾯ 積：65.33 平⽅キロメートル 
⾼齢化率：29.3％（平成 27 年 1 ⽉ 1 ⽇現在） 
産 業：農林業、漁業、製造業 など 
観光資源：稲むらの⽕の館、ツーギー⾕のお花畑 など 
【活動の基本情報】 
参加学⽣数：16 名（1 回⽣：4 名、2 回⽣：4 名、3 回⽣：

3 名、4 回⽣：5 名） 
活 動 期 間 ：平成 26 年 6 ⽉〜 
担 当 教 員 ：永瀬節治 



 

り返りながら、地域資源を活⽤した今後の活動について意⾒交換を⾏う予定である。 
 
 ◎2018 年度の主な活動 
  6 ⽉：寄合会メンバーとの意⾒交換、総会への参加 
  8 ⽉：市駅“グリーングリーン”プロジェクトへの参加準備 
    ※9 ⽉に予定されていた市駅 GGP は台⾵により 11 ⽉に延期 
  10 ⽉：稲むらの⽕祭りへの参加 
  11 ⽉：広川町ふるさと祭りへの参加 
     市駅“グリーングリーン”プロジェクトでの出店 
     ⼤学祭での出店 
  2 ⽉：ポポロハスマーケットでの出店 
  3 ⽉：津⽊地区での合宿・報告会（予定） 
     広川町のまち歩きイベントへの参加（予定） 
 
3．活動を通じて 
 今年度は、広川 LIP として５年⽬を迎える中で、津⽊地区の地域資源について再確認す
るとともに、地域が学⽣に求めるものは何なのか、LIP としての役割はどうあるべきかを⾒
つめ直す年となった。前述のように活動計画の⾒直しを迫られる場⾯もあったものの、⽇本
遺産「百世の安堵」の認定を受けて、稲むらの⽕祭りへの参加など、広川町全体の地域資源
に⽬を向ける活動も⾏った。３⽉の合宿では、津⽊地区周辺でのフィールドワークを⾏うと
ともに、寄合会の⽅々とともに今年度の活動の振り返りを⾏い、来年度の活動の発展に向け
た意⾒交換を⾏う予定である。 
 
4．成果物など 
 2019 年 2 ⽉のポポロハスマーケットの出店に際し、新たに広川町と津⽊地区を PR する
パネルを作成し、情報発信を⾏った。 
 

  
▲市駅 GGP2018 での出店の様⼦      ▲ポポロハスマーケットで掲げた PR パネル 



 

 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 
市ノ瀬地区は富⽥川左岸に位置する緩や

かな丘陵地で，地区内には上富⽥町唯⼀の
棚⽥が存在する⾵光明媚な地域である。し
かしながら農業の担い⼿は⾼齢者が多く，
耕作放棄地も⼀部にみられるようになり，
今後の農地の維持継承が課題となってい
る。その⼀⽅で，⾮農家世帯も増加してお
り，いわゆる「混住化」が進んでいる地域で
もある。 

当地区では 2016 年秋に地域住⺠による
地域づくりワークショップを実施し，地域
の活性化に向けたアイデアを取りまとめる
ことになった。このワークショップに観光学部 2 回⽣ 3 名が参加したことをきっかけに，
2017 年から LIP として当地区の地域づくり活動に参加することになった。1 年⽬は「地域
資源を活⽤した”おどろきと感動”の地域づくり」をテーマに，「ヒマワリと菜の花が咲きほ
こるまち」「アサギマダラが⾶翔するまち」「市ノ瀬ゴマせんべいづくり」の 3 つの活動を⽀
援した。2 年⽬はこれらの活動を発展させるべく「笑顔が広がる美しい⾥づくり」をテーマ
に継続して活動を⾏った。 
  

【地域の基礎データ】 
⼈ ⼝：15,600 ⼈（平成 31 年 1 ⽉末現在） 
⾯ 積：57.49 平⽅キロメートル 
⾼齢化率：23.9％（平成 27 年 1 ⽉ 1 ⽇現在） 
産 業：農業（ウメ・みかん）、製造業 など 
観光資源：救⾺渓観⾳、興禅寺（だるま寺） など 
【活動の基本情報】 
参加学⽣数：4 名（1 回⽣：4 名） 
活 動 期 間 ：平成 29 年 5 ⽉〜 
担 当 教 員 ：⼤浦由美 



 

2．活動の内容と成果 
(1) ヒマワリと菜の花が咲きほこるまち 

今年度は台⾵や天候不順に⾒舞われ，ヒマワリ等が
⼗分に⽣育しなかったため，イベント開催は⾒送られ
た。 
(2) アサギマダラが⾶翔するまち 

興善寺下の休耕地にフジバカマを地植えしたとこ
ろ，10 ⽉に 100 頭以上のアサギマダラが⾶来した。地
元のメディアにも取り上げられたことで，地区外から
多くの⼈が鑑賞に訪れるなど，地域活性化に向けて⼿
応えを得ることができた。 
(3) 市ノ瀬ごませんべいづくり 

LIP の活動としては，ゴマせんべいの試作品づくり
と試⾷，ネーミング，パッケージやロゴのデザイン，
PR ⽤ポスターの作成などを⼿がけた。試作品は地区の
祭りで販売された。 
(4) 市ノ瀬地区の農業に関する住⺠意識調査 

市ノ瀬地区全世帯（576 世帯）を対象に，農業や地
域活動，農家⾮農家間交流に対する住⺠調査を実施し
た。回収率は 2 割程度に留まったが，農家・⾮農家が
共通して農村景観に魅⼒を感じており，⾮農家でも農
地保全や交流に前向きであることから，当地における
交流を通じた農地保全活動の展開可能性を⽰すことが
できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



 

 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 
 LIP 那智勝浦は、2016 年度から活動を始めました（現地指導は⽶川智史さん）。1 年⽬は、
5 名参加で試⾏錯誤するなか現地住⺠の⽅々との交流をするところから始めました。2 年⽬
は、1 年⽬から継続して参加した学⽣が 3 名いたこともあり活動内容を増やすことができま
した（全員で 5 名参加）。特に、毎年 10 ⽉ 1 ⽇に実施される宮祭りおよびその準備活動に
ほぼ全員が参加することができました。2018 年度は 3 名（うち 2 名は 3 年連続参加）が前
年度から継続して参加しました。また、新たに 3 回⽣ 1 名、1 回⽣ 6 名を迎え、これまでの
活動の課題を全員で共有し、活動がスタートしました。基本的には、それぞれにスケジュー
ルを決め、⽶川さんと連絡を取り合いながら現地活動を⾏いました。また、昨年度に引き続
き、顔合わせ、宮祭り、反省会は、原則として全員参加で⾏いました。 
 
2．活動の内容 
 ①学内会議：参加者の顔合わせとこれまでの活動の経緯を共有したのちに、初年度からお

世話になっている⽶川さんを交え現地の情報共有を⾏いました。 
②学内報告会：各⾃が現地で活動した内容を共有し、また活動のまとめとして報告会を３

回ほど⾏いました。 
③学内作業：サポートオフィスからの依頼で活動を紹介するパネルを作成しました。また、

基礎知識として現地の基本情報を収集し、メンバーで共有しました。 

【地域の基礎データ】 
⼈ ⼝：15,202 ⼈（平成 31 年 2 ⽉ 1 ⽇現在） 
⾯ 積：183.31 平⽅キロメートル 
⾼齢化率：37.8％（平成 27 年 1 ⽉ 1 ⽇現在） 
産 業：林業、⽔産業、観光業 など 
観光資源：熊野那智⼤社、那智の滝、熊野参詣道 など 
【活動の基本情報】 
参加学⽣数：10 名（1 回⽣：6 名、2 回⽣：1 名、3 回⽣：

3 名） 
活 動 期 間 ：平成 28 年 6 ⽉〜 
担 当 教 員 ：⼋島雄⼠、岸上光克（⾷農総合研究所） 



 

④現地での全体活動 
（1）顔合わせ：現地での顔合わせを 7 ⽉に実施しました。顔合わせ前⽇に⾏われた那

智の⽕祭りの⾒学では多くの外国⼈や観光客が⽬に留まり、地域の祭りに留まら
ない賑わいを感じました。次の⽇の顔合わせ会では地域の⽅々が郷⼟料理を作っ
てくださり、そのお⼿伝いをして交流を深めました。朝は少し硬かった雰囲気も、
⾷事をしながら会話をするうちに和んでいき、各⾃興味のあることや地域の⽅々
の考えなど、様々な意⾒交換をすることが出来ました。その次の⽇、残った学⽣
と地域の有志の⽅とで前⽇の顔合わせで話題に上がった鉱⼭跡の⾒学に赴きま
した。昔は⼩学校への通学路としても使っていたという⼭道はかなり荒れており、
地元の⽅のサポートが無ければ進めないほどでした。その道中、病院や映画館が
あった場所や社跡などを⾒学しましたが、跡形もなくなっている箇所もあり、50
年ほどで町が森に戻ってしまうということに驚きました。 

（2）宮祭り：宮祭り前から現地に⼊り、棚⽥の脱穀作業や豪⾬災害箇所の⾒学を⾏い
ました。10 ⽉ 1 ⽇に予定されていた宮祭りは台⾵のため中⽌となり、全員帰宅と
なりました。 

（3）現地反省会：現地の⽅を交えて年間の活動の反省会を年明けに実施しました。各
⾃が活動を振り返り、今後の課題を発表しました。 

⑤現地での個別活動 
（1）防災計画：1 回⽣の藤本多敬君が中⼼となり実施しました。区⻑の⽅との意⾒交

換や災害箇所の⾒学を⾏いました。 
（2）獣害対策：3 回⽣の銭⾕健君が中⼼となり実施しました。狩猟免許を取得し、地

元の猟師の⽅と罠の仕掛け⽅や獣害について交流しました。 
（3）地域の⽂化：地域⽂化の聞き取りや古い倉庫の道具などの⾒学を実施しました。 
（4）その他：各⾃が地域⾏事への参加や住⺠の⽅との交流を⾏いました。 

 
3．活動を通じて 
 今年度は 3 年⽬になり、各⾃が⽬的を持って現地で活動を⾏うことが出来ました。宮祭
りが台⾵で中⽌となり全員が同時に現地で活動を⾏う機会は少なかったですが、現地に何
度も赴き住⺠と話し合いの機会を持てたこと、⾃⾝の研究テーマを⾒据えて現地で活動で
きたこと、皆の活動をわかりやすくまとめたことなど、各⾃がそれぞれの役割を持って年間
を通じて活動できました。昨年度と⽐較して、活動の内容が豊富になり、かつ、現地の⽅や
メンバー間でのコミュニケーションも活発にできたので、⾏動⼒が向上したように思いま
す。また、今年度の活動やこれまでの内容を踏まえて、今後、⾊川と学⽣との交流がますま
す増え、LIP 活動が地域の⽅の助けとなればと思います。 （リーダー：3 回⽣・相良駿） 
 
4．成果物など 
 ⾃⼰紹介プリントおよびスライド、活動のパネル、振り返り報告のスライドなど 



 

 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 
平成 31 年 11 ⽉ 9 ⽇〜12 ⽇に、和歌⼭県では 60 歳以上の⽅々が中⼼となってスポーツ

や⽂化などのイベントで交流を深める「ねんりんピック紀の国わかやま」が開催される。和
歌⼭県で全国規模のスポーツイベントが開催されるということで、主催団体の和歌⼭県福
祉保健部福祉保健政策局ねんりんピック推進課と協⼒し、⼤会参加者に提供する観光ツア
ーを開発するという趣旨の基、本 LIP は始まった。本 LIP の研修テーマは「「ねんりんピッ
ク紀の国わかやま 2019」⼤会参加者に対する観光ツアーの開発」と設定した。 
 
2．活動の内容 

JTB ⻄⽇本担当者と和歌⼭県ねんりんピック推進課の職員の⽅にねんりんピックや観光
ツアー開発に関する講義を数回にわたり⾏っていただいた。参加学⽣を 3 班（紀北、紀中、
紀南）に分け、それぞれのエリアで⽇帰りツアー4 件、宿泊ツアー1 件の開発を⾏った。夏
休み中には、JTB ⻄⽇本担当者と和歌⼭県ねんりんピック推進課の職員の⽅と開発ツアー
の⽬的地の視察を実施した。その後、開発したツアーへのフィードバックを JTB ⻄⽇本担
当者と和歌⼭県ねんりんピック推進課および観光課の職員からいただき、最終的に各班が
⽇帰りツアー2 件、宿泊ツアー1 件のツアー企画を開発し、内容の発表を⾏った。 
 
3．活動を通じて 
 JTB ⻄⽇本担当者や和歌⼭県職員といった観光やスポーツイベントの最前線でご活躍さ
れる⽅々からフィードバックをいただけたことで、参加学⽣の今後の学習意欲が⾼まった。 

【地域の基礎データ】 
⼈ ⼝：932,030 ⼈（平成 31 年 1 ⽉ 1 ⽇現在） 
⾯ 積：4724.63 平⽅キロメートル 
⾼齢化率：29.5％（平成 27 年 1 ⽉ 1 ⽇現在） 
産 業：農林業、漁業、製造業 など 
観光資源：熊野古道、⾼野⼭、温泉 など 
【活動の基本情報】 
参加学⽣数：9 名（1 回⽣：1 名、2 回⽣：8 名） 
活 動 期 間 ：平成 30 年 5 ⽉〜 
担 当 教 員 ：伊藤央⼆ 



 

4．成果物など 

 
開発した⽇帰りプラン（紀北班） 

 

 
開発した宿泊プラン（紀南班） 



 

 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 
 阪南市が推進する「めっさ旨い！阪南うまいもんプロジェクト」および「次世代へつなげ、
夢の懸け橋プロジェクト」との連携により、地場産物を⽤いた新商品・パッケージデザイン・
PR ⼿法の提案を⽬指したプログラムである。 
 
2．活動の内容 
①阪南市の特産品・地場産品についての現状把握 
 現在、阪南市において特産品や地場産品として認識されているのは、泉ダコ、なす、⿊⽑
和⽜（なにわ⿊⽜）、地酒、海産物、野菜、おかき、クッキー等である。これらの⽣産事業
者を訪問し、実際に商品や⽣産現場に接することでその内容を深く知り、また事業者との意
⾒交換等を実施する予定を設けていた。しかし、度重なる台⾵の接近により現地訪問の予定
はすべてキャンセルとなった。その代替として、阪南市役所に提供していただいた実際の商
品および各種パンフレットによって、阪南市が保有するシーズについての現状把握を⾏な
った。 
 
②商品アイデアの創出 
 学⽣が各⾃で商品アイデアを持ち寄り、合計 100 個を⽬標として商品アイデアの創出に
取り組んだ。⽣みだされたアイデアは学⽣同⼠の議論および阪南市役所との意⾒交換によ
り、50，30 と絞り込まれ、最終的に 10 個の商品案までたどり着いた。 
 

【地域の基礎データ】 
⼈ ⼝：54,469 ⼈（平成 31 年 1 ⽉末現在） 
⾯ 積：36.17 平⽅キロメートル 
⾼齢化率：28.7％（平成 27 年 1 ⽉ 1 ⽇現在） 
産 業：紡績業、漁業 など 
観光資源：⼭中渓、⿃取池緑地、せんなん⾥海公園 など 
【活動の基本情報】 
参加学⽣数：14 名（1 回⽣：10 名、2 回⽣：4 名） 
活 動 期 間 ：平成 30 年 6 ⽉〜 
担 当 教 員 ：佐々⽊壮太郎 



 

③イベント参加およびアンケートの実施 
 はんなん産業フェア（11 ⽉ 4 ⽇：阪南市役所周辺）および星空スタンド（11 ⽉ 17・18
⽇：なんばカーニバルモール）に参加し、商品提案およびプロジェクトに関するアンケート
調査を実施した。はんなん産業フェアでは 110 名、星空スタンドでは 34 名（こちらはプロ
ジェクトの都合から調査対象者を外国⼈に限定）から回答を得た。 
 
④プロジェクトのウェブサイト作成協⼒ 
 めっさ旨い！阪南うまいもんプロジェクトで取りあげた飲⾷店を訪問し、クチコミ情報
となる⾷レポを実施した。これらはプロジェクトのウェブサイトに掲載されている。 
 
⑤新商品提案のプレゼンテーション 
 最終発表会として、阪南市商⼯会において特産品・地場産品の事業者を含む商⼯会会員に
向けた新商品提案のプレゼンテーションを実施した。アンケート等をとおしてブラッシュ
アップされた 9 つの商品案についてイラスト等を交えて説明し、出席者からの率直な意⾒・
感想を伺った。厳しい意⾒や励ましとともに商品化のヒントを得られたという感想もあり、
学⽣にとっては貴重な機会となった。 
 
3．活動を通じて 
 2018 年夏は数多くの台⾵が関⻄地⽅を通過し、多くの被害をもたらした。阪南市もその
例外ではなく、LIP の活動に対し、⼤きな制約をもたらすことになった。本来であれば、事
業者との関係を構築した上での商品提案を⾏なえるはずであったが、現実には、最終発表会
でぶっつけ本番のような形で事業者と向きあうことになってしまった。ただこれも、現場で
は常に起こりうる事態ではあり、学⽣にとってもひとつの重要な経験となったことであろ
う。また、イベントでのアンケート実施にあたっては、阪南市役所の担当者も驚くようなコ
ミュニケーション能⼒を発揮し、予定を上回る回答者数を獲得するなど、学⽣が持つポテン
シャルを発揮できる機会となったようである。 
 
4．成果物など 
 「めっさ旨い！阪南うまいもんプロジェクト」ウェブページ（http://hannan-umaimon.jp/） 
 

 

 

 



 

 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 
有⽥川町での第 19 回全国棚⽥（千枚⽥）サミッ

ト（2013 年度）開催決定をきっかけに，2010 年
に県が企画した「棚⽥モニターツアー」に学⽣約
20 名が参加。地域の農業者の⾼齢化とともに耕作
放棄地が増加する当地の現状を⽬の当たりにし
て，学⽣側から「棚⽥保全ボランティア」のアイ
デアが出される。 

和歌⼭県と有⽥川町からの提案で，学内で棚⽥
保全ボランティアへの参加者を募り，「棚⽥ふぁ
む」を結成。2011 年 7 ⽉から活動を開始した。 
 
2．活動の内容 
・ 農作物の⽣産：コメ，サトイモ，⼤根，カボチャ，ゴボウなど 
・ 農作業⽀援：サンショ収穫作業の⽀援，茶摘み・製茶作業の⼿伝い，草むしり 
・ 地域活動⽀援：祭礼への参加，餅つき⼿伝い，溝普請（⽔路清掃），獣害防⽌柵の⾒回り 
・ その他：地区産品⽤ラベルの作成，活動広報誌の作成・配付，⼤学祭への出店（棚⽥⽶

を使った焼きおにぎりや番茶を販売して沼地区を PR） 
  

【地域の基礎データ】 
⼈ ⼝：26,590 ⼈（平成 30 年 12 ⽉末現在） 
⾯ 積：351.84 平⽅キロメートル 
⾼齢化率：30.3％（平成 27 年 1 ⽉ 1 ⽇現在） 
産 業：農業（みかん、⼭椒、花き）、林業 など 
観光資源：あらぎ島、⽣⽯⾼原、温泉 など 
【活動の基本情報】 
参加学⽣数：34 名（1 回⽣：10 名、2 回⽣：14 名、3 回⽣：

6 名、4 回⽣：4 名） 
活 動 期 間 ：平成 23 年 7 ⽉〜 
担 当 教 員 ：⼤浦由美 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3．活動を通じて 
(1) 継続的な地域⽀援活動への発展 

本活動は今年で 8 年⽬となる。交流会等には毎年卒業⽣の参加もみられ，幅広い世代が
⾏き交う場となっている。県庁農業農村整備課や有⽥振興局，有⽥川町役場から多⼤な⽀援
を受けているものの，年間計画の作成や活動毎の連絡調整などについては，県庁・⾏政担当
者や地元農家と直接連絡を取りながら，学⽣主体で⾏っている。 
(2) 地域⾏事への貢献 

2012 年から⽩⼭神社秋祭り等，地区の祭礼に参加している。若者不⾜で途絶えていた「餅
担ぎ」を約 50 年ぶりに復活し，地区に賑わいを添えている。 
(3) 活動広報誌の作成・配付を通じた理解の醸成 

2013 年より活動広報誌「ふぁむからあのね」を毎回の活動毎に作成し，沼地区の全世帯
に配付している。現在では地区内での活動の認知度も向上し，普段活動に参加していない住
⺠にも好評である。 
(4) 今後の課題 

今後は，棚⽥保全活動やサンショ収穫などの農作業⽀援に加え，地域の共同活動等の⽀
援にも取り組みたい。そのために，地区の現状や必要な⽀援についての調査活動を実施する
予定である。 
 

5/19 ⽥植え 7/14-16 サンショ収穫 

10/24 ⽩⼭神社秋祭り 

9/28 稲刈り 

11/24 ⼤学祭 12/8 交流会 



 

 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 
本プログラムは 2 件のプログラムで構成された。⼀つは、和歌⼭県⽇⾼郡⽇⾼川町と⼤

阪府泉⼤津市との友好都市連携に基づいた⼩学⽣の相互交流事業を⼟台と泉⼤津市ならび
に⽇⾼川町在住の⼩学⽣を対象とした⽇⾼川町における 2 泊 3 ⽇の体験教育旅⾏であった。
もう⼀つは、和歌⼭県伊都郡かつらぎ町と⼤阪府和泉市との友好都市親善交流会を⺟体と
したに 1 泊 2 ⽇のサマースクールであった。後者のプログラムに関しては、事前準備を重
ねていたものの、台⾵のために残念ながら中⽌となった。 

以上のように本プログラムは、⽇⾼川町、泉⼤津市、かつらぎ町、和泉市、和歌⼭⼤学の
連携事業であるとともに、⼤学内においては観光学部と教育学部の連携事業でもあった。ま
た「体験教育旅⾏＆夏学習」の主たる⽬的は、そこに参加する⼦ども達、つまり⼤規模校と
⼩規模校の児童達の出会いと交流の創出であった。そして、⼦ども達を中⼼として、彼らを
取り巻く⼤学⽣が指導や⽀援にあたり、さらに町、市、⼤学の教職員がその活動を⾒守り、
適宜助⾔や⽀援を⾏った。 
 

【地域の基礎データ】 

⼈ ⼝： 
9,938 ⼈（⽇⾼川町/平成 31 年 1 ⽉末現在） 
16,926 ⼈（かつらぎ町/平成 31 年 1 ⽉末現在） 

⾯ 積： 
331.59 平⽅キロメートル（⽇⾼川町） 
151.69 平⽅キロメートル（かつらぎ町） 

⾼齢化率： 
32.7％（⽇⾼川町/平成 27 年 1 ⽉ 1 ⽇現在） 
35.2％（かつらぎ町/平成 27 年 1 ⽉ 1 ⽇現在） 

産 業： 
農業、林業 など（⽇⾼川町） 
農業、製造業 など（かつらぎ町） 

観光資源： 
道成寺、ヤッホーポイント など（⽇⾼川町） 
丹⽣都⽐売神社、串柿の⾥ など（かつらぎ町） 

【活動の基本情報】 
参加学⽣数：13 名（1 回⽣：8 名、2 回⽣：4 名、3 回⽣：

1 名） 
活 動 期 間 ：平成 29 年 5 ⽉〜 
担 当 教 員 ：東悦⼦、中串孝志 



 

2．活動の内容 
 和歌⼭⼤学観光学部と教育学部に所属する学⽣達が、それぞれの特性を⽣かしつつ協働
することにより、屋内における⼦ども達のためのアクティビティおよび野外活動の企画・
準備を⾏った。「体験教育旅⾏＆夏学習」の当⽇は、両学部⽣が中⼼となり、⼦ども達の
活動を⽀援し、アクティビティを運営した。 
 
  1．事前研修 5⽉10⽇（⽊）開始（ほぼ毎週⽊曜⽇昼休み） 
   ・教育学部学⽣との顔合わせ 

・研修内容およびタイムスケジュールの確認 
・アクティビティの企画・準備 
・テレビ会議 
・現地視察 

  2．⽇⾼川町サマーキャンプ  8⽉19⽇（⽇）〜21⽇8⽇（⽕） 
 ※中串教員が引率 

  3．かつらぎ町サマーキャンプ 8⽉23⽇（⽊）〜24⽇（⾦） 
 ※東が引率予定であったが、台⾵接近のため中⽌ 

  4．⽇⾼川町における農業体験＆環境学習 10⽉20⽇（⼟） 
  5．事後研修 10⽉〜1⽉30⽇（⽔）まで5回 

・事後報告書の作成を通して、各⾃が研修内容を振り返る。 
・今回のLIPの改善点について討議する。 

 
3．活動を通じて 
 事後研修から次のような学⽣の状況が把握できた。⼩学⽣と活動する経験の少ない観光
学部⽣にとって、児童との交流は楽しく良い経験であったと同時に、落ち着きのない児童な
どへの対応に困惑する状況も⽣じたようだ。またアクティビティを実施し、⼊念に準備した
つもりが、実際は準備が不⼗分であった点に気づくこともあった。このような経験から事前
準備の重要性を認識するにいたった。さらに、今回のプログラムは教育学部⽣との連携を図
る必要があったが、学部の特性を活かして連携する難しさも感じたようである。総じて、さ
まざまな学びを得た様⼦がうかがえた。 

改善すべき点はあったものの、3 ⽇間を参加した⼦ども達が楽しく交流し、笑顔で帰途に
ついたことが、当プログラムの成果をあらわしていたといえる。⼤学⽣が最後まで活動をと
りしきり、それぞれの今後につながる経験となった。 
 
4．成果物など 

事後研修を通して、学⽣達が⾃ら今回の活動を振り返り、評価すべき点や今後の改善点
を指摘した。今回のふり返りを次回のプログラムに活かしてくれることを期待する。 



 

 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 

戦後⾼度経済成⻑の過程で，農村では若年労働⼒が都市に流出する「⼈」の空洞化と併せ
て条件不利な農林地が荒廃化するなど「⼟地」の空洞化も拡がった。その後，都市と農村と
の格差は⼀段と拡がり，農村での相互扶助的な集落機能（「むら」）の空洞化も進んだ。さら
に，経済効率や合理性のみを追求する考え⽅が横⾏したことで，農業で⽣計を⽴てることに
対する農家の「誇り」も奪い去られた。しかし、近年になって、安全・安⼼な⾷やその⼟台
をなす国内の農業・農村に関⼼を寄せる都市住⺠が増え始めている。 
 「農村ワーキングホリデー」は、農業や農村に関⼼をもつ都市住⺠が、繁忙期の農作業を
無償で⼿伝う代わりに農家から寝⾷の提供を受けるというもので、参加者と農家との深い
交流を特徴とする“⽇本型グリーン・ツーリズム”のなかでも、最も「鏡効果（他者との交流
を通じてみた⽇常⽣活に潜む価値への気づき等）」の⾼い取り組みである。学⽣を参加者と
する域学連携型の農村ワーキングホリデーは、次世代の若者たちが、農業・農村が直⾯する
地域課題を当事者意識をもって理解する機会を提供するとともに、多世代間の交流による

【地域の基礎データ】 

⼈ ⼝： 
約 14 万⼈（胆江地⽅） 
16,926 ⼈（かつらぎ町/平成 31 年 1 ⽉末現在） 

⾯ 積： 
1173.06 平⽅キロメートル（胆江地⽅） 
151.69 平⽅キロメートル（かつらぎ町） 

⾼齢化率： 
31.9％（胆江地⽅/平成 27 年 1 ⽉ 1 ⽇現在） 
35.2％（かつらぎ町/平成 27 年 1 ⽉ 1 ⽇現在） 

産 業： 
農業（稲作、畜産） など（胆江地⽅） 
農業、製造業 など（かつらぎ町） 

観光資源： 
えさし藤原の郷、温泉 など（胆江地⽅） 
丹⽣都⽐売神社、串柿の⾥ など（かつらぎ町） 

【活動の基本情報】 
参加学⽣数：32 名（1 回⽣：8 名、2 回⽣：10 名、3 回⽣：

10 名、4 回⽣：4 名） 
活 動 期 間 ：平成 26 年 6 ⽉〜 
担 当 教 員 ：藤⽥武弘 



 

「鏡効果」により地域のコミュニティが活性化するなどの変化が期待されている。 
 
2．活動の内容 

岩⼿プログラムでは、①「農村ワーキングホリデー実施」（9 ⽉中旬 3 泊 4 ⽇型と 4 泊 5
⽇型に分けて実施、学⽣ 32 名参加／岩⼿県⽴⼤学ほか他⼤学学⽣ 14 名と合同で実施）、②
「岩⼿県農家の和歌⼭研修受⼊」（翌年 1 ⽉下旬 1 泊 2 ⽇、受⼊農家 12 名が⼤学を訪問し
参加学⽣と交流）、③「振り返りセミナー開催」（3 ⽉に現地開催、教員と学⽣･卒業⽣が参
加予定）のサイクルでの取り組みが定着している。 

和歌⼭プログラムは台⾵被害と重なり限定的な実施となったが、①「観光ぶどう農園ジベ
レリン処理･摘粒作業（6 ⽉上旬）」（農家⺠泊型かつらぎ町、学⽣ 12 名参加）、②「道普請
参加（⽇帰り）」（12 ⽉初旬かつらぎ町、学⽣ 4 名参加）が実施済。 
 
3．活動を通じて 

各地でのプログラム毎に、①受⼊農家・参加学⽣を対象とした事前学習会の開催、②受⼊
農家・参加学⽣のプロフィールシート作成、③実施中の業務報告と実施後のワークショップ
開催、④参加学⽣のリアクションペーパーと受⼊農家の評価シートを編集した「記録集」を
作成（各取組毎に作成）。これにより、地域（受⼊農家や地元⾏政）が取り組みの経験を暗
黙知に留まらせることなく“可視化“し、持続的な取り組みに発展させることが可能となる。 
 
4．成果物など 

これまでの実践をもとに「農村ワーキングホリデーへのいざない（改訂版）」を編集・発
⾏し、プログラムの普及・啓発に⼤きく貢献した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

地域インターンシッププログラム（LIP）の沿⾰ 
 
■2008〜10 年度（平成 20〜22 年度） 

地域インターンシッププログラム（通称 LIP ※2012 年度に改称）は、2008 年観光学部
の設置とともにスタート。観光学部より和歌⼭県下の⾃治体への協⼒要請を⾏い、各教員
が担当する⾃治体との協議を重ね、早いプログラムでは 2008 年度中に、遅いものでも
2009 年度中にはプログラムの実施に⾄った。 
・実施状況／参加学⽣数（延べ⼈数）： 

6 件／42 名（2008）、8 件／46 名（2009）、3 件／18 名（2010） 
 
■2011 年度（平成 23 年度） 

・地域連携担当の配置 
・地域インターンシップ実施要項の整備 

◇地域（⾃治体）からプログラム内容について提案を受け付ける「地域提案型」と教員
の地域との共同研究をベースとした「申請型」の 2 つのプログラムを設定。 

◇主要な活動対象エリアを、和歌⼭県内に加えて⼤阪南部の⾃治体（岬町、阪南市、泉
南市、⽥尻町、泉佐野市、熊取町、⾙塚市、岸和⽥市）にまで拡⼤。 

・地域提案募集：5 ⽉に送付 
・実施状況／参加学⽣数（延べ⼈数）：4 件／24 名 

 
■2012 年度（平成 24 年度） 

・名称変更：RIP から LIP へ改称 
・実施要項の改訂 

◇申請型については、主たる活動エリアを和歌⼭県内と⼤阪南部以外でも可とした。 
・地域提案募集：5 ⽉に送付 
・実施状況／参加学⽣数（延べ⼈数）：11 件／80 名 

 
■2013 年度（平成 25 年度） 

・地域連携の所管が観光教育研究センター（現：観光実践教育サポートオフィス）となり、
担当者を配置。 

・LIP の制度改善を図るため、活動実績のある⾃治体の担当者にヒアリング調査を実施。 
・LIP の認知度や参加意識を明らかにするため、学⽣対象のアンケート調査を実施。 
・地域提案型プログラムの質向上のため、活動実績のある⾃治体や和歌⼭市周辺の⾃治体

を廻り、LIP の評価の聞き取りや新制度についての周知活動を実施。 
・地域提案募集：4 ⽉に送付 
・実施状況／参加学⽣数（延べ⼈数）：5 件／73 名 



 

■2014 年度（平成 26 年度） 
・LIP 周知活動の⼀環として、2014 年度活動の報告書を作成（以後継続して作成）。 
・地域提案募集：地域と⼤学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 ⽉に送付 
・実施状況／参加学⽣数（延べ⼈数）：10 件／139 名 

 
■2015 年度（平成 27 年度） 

・LIP 周知活動の⼀環として、2015 年度活動の報告書を作成。なお、報告書には、2008
〜2015 年度までの LIP に関するデータを所収（以後継続して所収）。 

・地域提案募集：地域と⼤学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 ⽉に送付 
・実施状況／参加学⽣数（延べ⼈数）：15 件／191 名 

 
■2016 年度（平成 28 年度） 

・LIP 周知活動の⼀環として、2016 年度活動の報告書を作成。 
・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学⽣を対象に活動前後

のアンケート調査を実施（以後継続して実施）。 
・地域提案募集：地域と⼤学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 ⽉に送付 
・実施状況／参加学⽣数（延べ⼈数）：21 件／227 名 

 
■2017 年度（平成 29 年度） 

・LIP 周知活動の⼀環として、2017 年度活動の報告書を作成。 
・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学⽣を対象に活動前後

のアンケート調査を実施。 
・地域提案募集：地域と⼤学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 ⽉に送付 
・実施状況／参加学⽣数（延べ⼈数）：19 件／217 名 

 
■2018 年度（平成 30 年度） 

・LIP 周知活動の⼀環として、2018 年度活動の報告書を作成。 
・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学⽣を対象に活動前後

のアンケート調査を実施。 
・地域提案募集：地域と⼤学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 ⽉に送付 
・実施状況／参加学⽣数（延べ⼈数）：13 件／190 名 
 



 

2018 地域インターンシッププログラム活動報告書 
平成 31 年 3 ⽉ 31 ⽇発⾏ 

発⾏ 和歌⼭⼤学観光学部観光実践教育サポートオフィス 
    〒640-8510 和歌⼭県和歌⼭市栄⾕ 930 
印刷 井⼿印刷株式会社 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


